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馬
琴
と
「
鎖
国
論
」

大
島
　
明
秀

は
じ
め
に

　

江
戸
の
文
人
・
曲
亭
馬
琴
（
一
七
六
七
～
一
八
四
八
）
が
、
ケ
ン

ペ
ル
原
著
・
志
筑
忠
雄
訳
「
鎖
国
論
」（
一
八
〇
一
成
写
本
）
を
読

ん
で
い
た
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
馬
琴
は
様
々
な
人
物
と
交

流
し
て
い
た
が
、
中
で
も
高
松
藩
家
老
で
和
漢
の
学
芸
に
通
じ
て
い

た
木
村
黙
老
（
一
七
七
四
～
一
八
五
六
）
と
は
殊
に
親
し
い
関
係
に

あ
っ
た
。
そ
の
黙
老
か
ら
、
馬
琴
は
長
ら
く
所
望
し
て
い
た
「
鎖
国

論
」
を
借
り
受
け
、
校
訂
書
写
し
た
。
そ
の
後
、
馬
琴
が
作
成
し
た

「
鎖
国
論
」
は
数
奇
な
運
命
を
辿
る
１
。

　

以
下
、
近
世
後
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
「
鎖
国
論
」
が
受
容
さ

れ
た
の
か
を
追
跡
す
る
た
め
に
、
一
つ
の
事
例
研
究
と
し
て
、
質
量

と
も
に
芳
醇
に
残
さ
れ
て
い
る
馬
琴
の
書
翰
お
よ
び
日
記
の
中
か
ら

関
連
す
る
発
言
を
総
ざ
ら
い
し
、
分
析
し
て
い
く
。
こ
の
仕
事
は
、

た
だ
に
「
鎖
国
論
」
受
容
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、

関
連
し
て
、
近
世
社
会
に
お
け
る
写
本
（
複
製
本
）
作
成
を
め
ぐ
る

様
相
に
つ
い
て
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　
一
、
黙
老
か
ら
の
借
り
受
け

　

馬
琴
は
、
宣
長
門
下
で
没
後
春
庭
を
助
け
後
鈴
屋
社
の
運
営
に
尽

力
し
た
殿
村
篠
斎
（
一
七
七
九
～
一
八
四
七
）
と
親
交
を
結
ん
で
お

図一　「鎖国論」上巻の外観（個人蔵）

図二　下巻の内題部分。ケンペルに
は「検夫爾」と漢字が当てられてい
る。また、西洋（人）を示す「極西」
という表現には、「極東」という言葉
が有する西洋中心的世界観に対する
訳者・志筑忠雄の対抗心と、日本の
位置づけに対する自覚が見て取れる
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り
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
七
月
朔
日
付
の
篠
斎
宛
書
翰
で
、
念

願
の
「
鎖
国
論
」
を
手
に
し
た
喜
び
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

馬
琴
が
黙
老
か
ら
「
鎖
国
論
」
を
借
り
受
け
た
の
は
、
天
保
三
年
の

六
月
下
旬
頃
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

【
書
翰
】
天
保
三
年
七
月
朔
日
、
殿
村
篠
斎
宛
（
端
書
「
辰
七

月
朔
日
出
、
同
八
日
着
、
同
十
八
日
受
」）

「
先
日
、『
瑣
国
論
』
と
申
一
奇
書
を
か
り
得
申
候
。
こ
の
書

の
事
ハ
、
と
し
来
友
人
の
噂
ニ
て
聞
知
り
、
渇
望
い
た
し
候
へ

ど
も
、
得
が
た
く
候
処
、
や
う
や
く
四
五
日
前
披
閲
い
た
し
、

弥
奇
書
な
る
こ
と
知
ら
れ
候
得
バ
、
近
日
一
本
写
し
留
さ
せ
可

申
存
候
。
此
書
ハ
元
禄
の
比
、
極
西
の
夷
狄
撿ケ

ン

夫プ

爾ル

が
著
せ
し

日
本
の
地
理
書
の
内
に
て
、
目
貫
と
も
い
ふ
べ
き
処
々
を
、
享

和
の
比
、
訳
司
志（

筑
志
）筑

氏
が
訳
し
て
、『
瑣
国
論
』
と
名
づ
け
し

も
の
、
上
下
二
巻
ニ
御
座
候
。
撿
夫
爾
ハ
元
来
熱ゼ

爾ル

馬マ

尼ニ

亜ヤ

国

の
産
ニ
て
、
和
蘭
に
渡
り
ゐ
て
カ
ピ
タ
ン
に
従
ひ
、
瘍
医
に
な

り
て
江
戸
へ
も
参
上
し
、
又
故
あ
り
て
七
ケ
月
ほ
ど
、
皇
国
の

風
俗
地
理
を
通
暁
し
、
さ
て
皇
国
の
地
理
の
書
を
著
せ
し
也
。

し
か
れ
ど
も
、
熱
爾
馬
尼
亜
国
の
詞
に
て
ハ
、
紅
毛
人
ニ
て
も

通
じ
が
た
き
事
あ
れ
バ
、
撿
夫
爾
が
没
後
ニ
、
紅
毛
人
が
本
国

の
詞
に
な
ほ
し
て
、
原
本
の
地
図
を
銅
板
に
せ
し
も
の
、
図
説

と
も
に
数
巻
、
近
ご
ろ
紅
毛
人
も
ち
わ
た
り
候
よ
し
。
こ
の
義

も
、
か
ね
て
伝
聞
を
得
候
。
右
の
銅
板
も
所
持
い
た
し
候
仁
有

之
、
借
り
候
半
と
存
候
て
、
申
遣
し
置
候
得
ど
も
、
未
差
越
候
。

奥
の
松
嶋
の
図
・
い
せ
の
二
見
の
図
抔
ハ
、
此
間
の
板
本
ニ
よ

り
候
様
ニ
見
え
候
得
ど
も
、
こ
の
余
の
名
所
ハ
、
撿
夫
爾
目
撃

し
て
図
し
た
り
と
見
え
て
、
精
妙
の
よ
し
ニ
御
座
候
。
右
の
訳

文
、
も
し
被
成
御
覧
度
思
召
候
ハ
ヾ
、
製
本
出
来
次
第
、
可
懸

御
目
候
。尤
秘
書
ニ
御
座
候
。先
此
段
、ひ
そ
か
に
忠
告
仕
候
。２
」

　

近
世
後
期
に
幅
広
く
転
写
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る「
鎖
国
論
３
」は
４
、

意
外
な
こ
と
に
、
江
戸
に
居
住
し
て
い
な
が
ら
も
な
か
な
か
入
手
困

難
な
「
奇
書
」
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
馬
琴
は
よ
う
や
く
手
に
し
た
「
鎖

国
論
」
に
早
速
目
を
通
し
、
後
日
差
し
出
し
た
篠
斎
宛
書
翰
の
中
で

そ
の
評
を
記
し
て
い
る
。

【
書
翰
】
天
保
三
年
八
月
十
一
日
、
殿
村
篠
斎
宛
（
端
書
「
辰

八
月
十
一
日
出
、
同
廿
日
着
、
九
月
七
日
返
書
」）

「
一
、『
瑣
国
論
』
之
事
、
申
上
候
処
、
此
御
蔵
弆
の
よ
し
。

野
老
借
用
の
本
は
、
誤
字
多
く
御
座
候
。
そ
の
ま
ゝ
に
は
写
さ

せ
が
た
く
候
間
、
借
用
の
む
く
ひ
ご
ゝ
ろ
に
校
訂
い
た
し
、
多

く
雌
黄
を
施
し
候
故
、
大
て
い
は
よ
め
候
様
に
成
候
也
。
こ
の

書
の
原
本
の
由
来
、
い
ろ
柿
鈎
も
の
が
た
り
あ
れ
ど
、
憚
あ
れ

ば
、
し
る
し
が
た
く
候
。
ケ
ン
プ
ル
は
え
び
す
心
に
て
、
皇
国

至
難
の
種
□
也
と
思
ひ
し
は
、
笑
ふ
に
堪
た
る
事
な
が
ら
、
一

体
の
論
は
尤
も
な
る
事
多
く
御
座
候
。訳
人
後
難
を
は
ゞ
か
り
、
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地
理
の
弁
な
ど
そ
の
外
と
も
、
訳
し
不
申
候
は
遺
憾
の
事
に
御

座
候
。
南
畝
の
序
、か
の
人
に
し
て
は
至
極
宜
く
出
来
申
候
。５
」

　

こ
の
時
点
で
、
馬
琴
は
篠
斎
も
別
本
の
「
鎖
国
論
」
を
所
有
し
て

い
た
こ
と
を
知
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
馬
琴
は
「
え
び
す
心
」
を
持

つ
西
洋
人
「
ケ
ン
プ
ル
」
が
記
し
た
側
面
を
重
視
し
な
が
ら
、
日
本

の
事
情
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
「
一
体
の
論
は
尤
も
な
る
事
多
く
御
座

候
」
文
献
と
し
て
「
鎖
国
論
」
を
読
ん
で
い
る
６
。

　

と
こ
ろ
で
、
各
種
写
本
の
複
製
を
作
成
す
る
際
、
馬
琴
が
自
身
で

書
写
す
る
こ
と
は
な
く
、
専
門
の
職
人
に
依
頼
し
て
い
た
。
主
な
注

文
先
は
河
合
孫
太
郎
で
、「
鎖
国
論
」
の
複
製
作
成
に
つ
い
て
も
そ

の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

【
日
記
】
天
保
三
年
八
月
十
八
日
壬
辰

「
明
十
九
日
、
お
ミ
ち
并
ニ

小
児
差
添
、
里
方
麻
布
江

遣
し
候
様
、

宗
伯
ニ

示
談
。
過
日
、
覚
重
ニ

頼
置
候
駕
之
者
傭
之
談
事
ニ

て
、

夕
七
時
半
比
、
宗
伯
、
覚
重
方
へ
罷
越
候
処
、
当
番
ニ

付
、
次

右
衛
門
夫
婦
并
ニ

お
く
わ
ニ

談
じ
置
候
よ
し
。
此
序
を
以
、
河

合
孫
太
郎
へ
も
鎖
国
論
写
し
の
さ
い
そ
く
、申
し
遣
ス
。
是
亦
、

他
行
の
よ
し
ニ

付
、
口
状
、
内
儀
江

申
置
候
よ
し
。
薄
暮
帰
宅
。

渥
見
小
児
へ
梨
子
・
ぶ
だ
う
、
遣
之
。７
」

　

孫
太
郎
に
催
促
し
て
い
た
書
写
も
完
成
し
た
。
馬
琴
は
八
月

二
十
一
日
に
返
却
の
準
備
を
し
、
後
日
「
鎖
国
論
」
は
無
事
黙
老
の

手
に
戻
っ
た
。

【
日
記
】
天
保
三
年
八
月
二
十
一
日
乙
未

「
四
時
比
、
清
右
衛
門
来
ル
。
過
日
申
付
候
み
の
が
ミ
三
帖
、

中
や
よ
り
か
ひ
取
、
持
参
。
と
し
ま
や
江

注
文
み
り
ん
酒
書
付
、

幸
便
ニ

差
遣
し
候
様
、申
付
、わ
た
し
お
く
。
今
日
幸
便
有
之
旨
、

申
之
。
且
、
高
松
邸
木
村
亘
江

返
却
の
写
本
有
之
、
右
、
幽
斎

公
年
譜
二
冊
・
瑣
国
論
壱
冊
・
漂
白
奇
談
一
冊
、
〆
四
冊
、
あ

て
板
ニ

の
せ
、風
呂
敷
ニ

包
、手
紙
差
添
、清
右
衛
門
ニ

渡
之
。
右
、

今
明
日
中
木
村
宅
江

持
参
、
返
翰
今
日
ニ

不
及
、
請
取
書
、
取
之
。

ふ
ろ
し
き
・
あ
て
板
は
も
ち
か
へ
り
候
様
、
申
付
お
く
。
右
用

向
畢
て
、
帰
去
。８
」

　

返
却
の
際
に
使
用
す
る
「
風
呂
敷
（
ふ
ろ
し
き
）」
と
「
あ
て
板
」

を
持
ち
帰
る
よ
う
わ
ざ
わ
ざ
申
し
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
馬
琴
の

性
格
が
現
れ
て
い
る
。

　

二
、「
鎖
国
論
」
の
校
訂
と
製
本

　

黙
老
蔵
「
鎖
国
論
」
は
ど
う
や
ら
誤
字
脱
字
が
少
な
く
な
か
っ
た

よ
う
で
、
馬
琴
は
こ
れ
を
借
り
受
け
て
い
た
間
に
校
訂
を
行
っ
た
。

以
下
、
こ
の
間
の
事
情
を
見
て
み
よ
う
。
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【
日
記
】
天
保
三
年
九
月
八
日
辛
亥

「
昼
後
、
木
村
亘
事
、
黙
老
よ
り
使
札
。
鎖
国
論
校
訂
、
謝
礼

申
来
ル
。
先
便
其
段
申
遣
し
候
故
也
。
并
ニ

、
武
田
信
玄
家
臣

の
古
椀
手
ニ

入
候
よ
し
ニ

て
、
右
伝
来
書
見
せ
ら
る
。
法
花
経

新
注
解
し
が
た
き
よ
し
等
申
来
ル
。
并
ニ

、
讃
州
よ
り
到
来
の

よ
し
ニ

て
、二（

マ
マ
）枚

お
く
ら
る
。伝
来
書
ハ
と
め
置
、返
翰
遣
ス
。９
」

【
書
翰
】
天
保
三
年
九
月
二
十
一
日
、殿
村
篠
斎
宛
（
端
書
「
辰

九
月
廿
一
日
出
、
同
廿
九
日
着
、
十
月
廿
五
日
返
書
出
ス
」）

「
一
、『
瑣
国
論
』、
野
老
か
り
出
し
候
写
本
、
誤
字
多
く
有

之
候
間
、
校
訂
い
た
し
、
か
な
り
に
よ
め
候
や
う
に
成
候
事
、

并
に
南
畝
序
之
事
云
々
、
御
蔵
本
に
は
序
無
之
、
お
く
書
立

入
某
、
文
化
中
の
歳
月
有
之
の
み
の
よ
し
。
品
に
寄
り
、
御

校
合
可
被
成
候
間
、
其
節
は
致
貸
進
候
様
被
仰
越
、
承
知
仕
候
。

原
本
ニ
ハ
皆
雌
黄
を
施
し
、
よ
く
訂
し
置
候
を
写
さ
せ
候
へ

ど
も
、
そ
の
写
本
は
い
ま
だ
再
校
の
い
と
ま
無
之
候
。
御
入

用
に
も
候
は
ゞ
、
其
内
製
本
致
さ
せ
、
尚
又
再
訂
の
上
、
懸

御
目
可
申
、
此
書
の
事
、
貴
評
も
被
成
御
座
候
よ
し
。
愚
評

も
候
へ
ど
も
、
寸
楮
に
つ
く
し
か
ね
候
。
い
つ
ぞ
を
り
を
以
、

申
試
た
く
候
。
010

」

　

九
月
八
日
の
日
記
に
は
黙
老
か
ら
「
鎖
国
論
」
校
訂
の
礼
状
が
届

い
た
こ
と
が
窺
え
、
ま
た
、
九
月
二
十
一
日
付
の
篠
斎
宛
書
翰
で
は
、

「
誤
字
多
く
有
之
候
間
、
校
訂
い
た
し
、
か
な
り
に
よ
め
候
や
う
に

成
候
」
と
、
馬
琴
は
や
や
恩
着
せ
が
ま
し
い
発
言
を
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
河
合
孫
太
郎
に
依
頼
し
て
作
成
し
た
複
製
本
の
製
本

は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

【
書
翰
】
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
、
殿
村
篠
斎
宛
（
端
書

「
辰
十
一
月
廿
六
日
出
、
閏
十
一
月
四
日
着
」）

「
其
節
、
御
両
人
江

御
め
に
か
け
度
書
も
有
之
、
又
写
し
及
置

候
写
本
四
五
十
冊
、
近
日
製
本
い
た
さ
せ
候
半
と
存
、
表
紙
あ

つ
ら
へ
置
候
。
右
の
内
に
、『
瑣
国
論
』
も
御
座
候
。
製
本
出

来
次
第
、『
金
瓶
梅
』
と
一
包
に
い
た
し
、
飛
脚
出
し
可
申
候
。

否
、
後
便
に
御
し
ら
せ
可
被
下
候
。
011

」

【
書
翰
】
天
保
三
年
十
二
月
十
一
日
、殿
村
篠
斎
宛
（
端
書
「
辰

十
二
月
十
一
日
出
、
十
九
日
着
」）

「
○
『
瑣
国
論
』
も
、
製
本
出
来
仕
候
。
未
致
校
訂
候
間
、
来

春
校
し
候
て
、
其
外
貸
進
・
并
ニ
返
上
之
御
蔵
本
と
も
、
飛
脚

へ
出
し
可
申
候
。
此
段
、
御
承
知
可
被
下
候
。
012

」

【
日
記
】
天
保
三
年
十
二
月
十
八
日
庚
申

「
予
、
此
節
製
本
出
来
の
鎖
国
論
校
訂
、
上
の
巻
三
十
餘
丁
、

校
之
畢
竟
。
113

」
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【
日
記
】
天
保
三
年
十
二
月
十
九
日
辛
酉

「
予
、
鎖
国
論
校
訂
畢
。
014

」

　

十
一
月
二
十
五
日
付
の
書
翰
に
よ
れ
ば
、
馬
琴
は
「
鎖
国
論
」
の

「
表
紙
」
を
「
あ
つ
ら
へ
置
」
い
て
製
本
の
機
会
を
窺
っ
て
い
た
が
、

十
二
月
十
一
日
ま
で
に
「
鎖
国
論
」
の
製
本
は
完
成
し
た
。
製
本
が

終
わ
り
次
第
、
篠
斎
に
貸
し
出
す
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
が
、
校
訂

未
了
の
た
め
年
明
け
ま
で
待
つ
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
言
葉
通

り
、
馬
琴
は
十
二
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
校
訂
を
完
了
さ

せ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、「
鎖
国
論
」
製
本
の
際
、
馬
琴
が
斯
本
一
冊
の
み
な

ら
ず
、
四
十
～
五
十
冊
の
写
本
を
一
括
で
職
人
に
依
頼
し
て
い
た
こ

と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
書
翰
に
窺
い
知
れ

る
。

【
書
翰
】
天
保
四
年
七
月
十
三
日
、
殿
村
篠
斎
宛
（
端
書
「
巳

七
月
十
三
日
認
、
十
七
日
出
、
同
晦
日
着
。
十
月
十
八
日
返
書

す
ミ
」）

「
野
禿
写
さ
せ
候
本
、
二
三
十
冊
溜
候
て
、
製
本
致
さ
せ
候
。

少
し
づ
ゝ
ニ
て
は
、
職
人
面
倒
が
り
、
且
賃
銭
も
高
料
ニ
候
故

也
。
依
之
、
当
年
ハ
猶
一
冊
も
製
本
不
致
、
写
し
出
来
候
を
、

そ
の
ま
ゝ
ニ
溜
置
候
事
ニ
御
座
候
。
015

」

　

一
定
数
の
仕
事
を
依
頼
し
な
い
と
、
製
本
職
人
は
面
倒
が
っ
た
上

に
、
値
段
も
高
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
か
か
る
事
情
か
ら
、
馬
琴
は
製

本
や
書
写
を
一
括
で
依
頼
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
現
在
と
変
わ
ら
ぬ

近
世
の
人
間
模
様
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　
三
、
篠
斎
へ
の
貸
出

　

か
ね
て
か
ら
予
告
し
て
い
た
通
り
、馬
琴
は
「
珍
書
」
で
あ
る
「
鎖

国
論
」
を
篠
斎
に
貸
し
出
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
豪
商
で
本
居
春
庭

門
下
に
あ
り
、
親
し
い
交
友
関
係
に
あ
っ
た
小
津
桂
窓
（
一
八
〇
四

～
一
八
五
八
）
に
宛
て
た
書
翰
に
見
て
取
れ
る
。

【
書
翰
】
天
保
四
年
正
月
十
四
日
、
小
津
桂
窓
宛
別
翰

「
○
今
日
、
篠
斎
子
へ
も
、
拙
蔵
本
品
々
致
貸
進
候
。
右
ハ
、

○
『
瑣
国
論
』
○
『
聞
ま
ゝ
の
記
』
○
『
異
国
往
来
』
○
『
藻

屑
物
語
』
○
『
近
聞
寓
筆
』『
漂
流
記
事
』・
平
賀
鳩
渓
『
火
浣

布
考
』
等
也
。

い
づ
れ
も
珍
書
ニ
御
座
候
。
そ
の
書
の
来
歴
ハ
、
篠
斎
子
へ
注

進
い
た
し
候
。
御
同
人
よ
り
御
聞
可
被
成
候
。
尤
、
御
両
君
御

交
易
ニ
被
成
、
両
様
と
も
御
互
ニ
御
覧
相
済
候
節
、
御
返
し
可

被
下
候
。
尤
、
急
ギ
不
申
候
間
、
ゆ
る
柿
鈎
ニ
て
宜
御
座
候
。
016

」

　

だ
が
、
篠
斎
に
送
る
べ
く
実
際
に
「
珍
書
」
を
飛
脚
に
預
け
た
の

は
、
書
翰
の
日
付
か
ら
三
日
後
、
正
月
十
七
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
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先
駆
け
て
正
月
十
五
日
に
記
し
た
書
翰
で
は
、
黙
老
か
ら
借
り
た
底

本
の
粗
悪
さ
を
述
べ
な
が
ら
、
自
身
の
校
訂
も
十
分
に
行
き
届
か
な

か
っ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

【
書
翰
】
天
保
四
年
正
月
十
五
日
、
殿
村
篠
斎
宛
別
翰
（
端
書

「
天
保
四
巳
正
月
十
八
日
出
、
同
廿
四
日
着
、
二
月
十
九
日
受

済
。
珍
書
之
事
有
」）

「
一
、
か
ね
て
御
約
束
之
『
瑣
国
論
』、
旧
冬
や
う
や
く
製
本

出
来
申
候
。
原
本
大
悪
本
に
候
間
、
ま
づ
原
本
を
く
ハ
し
く
校

訂
い
た
し
、
其
原
本
を
以
、
写
さ
せ
候
得
ど
も
、
行
届
不
申
候
。

且
、
原
本
は
半
紙
本
に
候
間
、
ミ
の
が
み
ニ
写
さ
せ
、
筆
料
も

外
々
の
品
よ
り
増
し
て
出
し
、
よ
く
写
し
候
様
、
申
談
じ
候
得

ど
も
、
と
か
く
銭
の
為
に
い
た
し
候
筆
工
ハ
、
一
枚
も
は
や
く

埒
明
候
を
専
文
ニ
い
た
し
候
が
人
情
に
候
間
、
矢
張
不
宜
処
有

之
候
ニ
付
、
旧
冬
下
旬
、
又
再
校
い
た
し
、
や
う
柿
鈎
よ
め
候

様
に
致
し
置
候
。
此
余
、
御
め
に
か
け
申
度
珍
書
と
共
に
、
今

日
並
便
ニ
て
、
飛
脚
へ
出
し
申
候
。
此
状
よ
り
、
七
八
日
も
お

そ
く
届
可
申
候
。左
之
通
り
、着
之
節
御
改
、御
受
取
可
被
下
候
。

一
、『
鎖
国
論
』 

合
本
上
下
一
冊

一
、『
聞
ま
ゝ
の
記
』
五
ノ
下
珍
書 

一
冊

一
、『
異
国
往
来
』
珍
書 

一
冊

一
、『
藻
屑
物
語
』
珍
書 

一
冊

一
、『
近
聞
寓
筆
』『
漂
流
紀
事
』 

合
本
一
冊

　
　

平
賀
鳩
溪
『
火
浣
布
考
』

　

他
ニ
、
返
上
も
の

一
、『
南
朝
紀
伝
』 

一
冊

一
、『
い
せ
の
巻
』 

一
冊

一
、『
筑
紫
の
巻
』 

一
冊

一
、『
異
本
花
営
三
代
記
』 

一
冊

一
、『
桜
木
物
語
』 

二
冊

一
、『
十
津
川
の
記
』 

一
冊

　
　

通
計
拾
一
冊

右
、
恩
借
の
御
蔵
本
、
写
し
出
来
分
、
今
便
返
上
仕
候
。
是
又
、

御
落
手
可
被
下
候
。
御
蔭
を
以
、
珍
書
う
つ
し
と
め
、
大
慶
不

過
之
、
忝
仕
合
奉
存
候
。『
南
朝
編
年
紀
略
』
ハ
細
字
故
、
今

に
何
ほ
ど
も
写
し
出
来
不
申
、
長
引
、
こ
ま
り
候
。
是
ハ
今
し

バ
ら
く
御
恵
借
奉
希
候
。
017

」

【
書
翰
】
天
保
四
年
正
月
十
七
日
、殿
村
篠
斎
宛
（
別
包
添
状
）

（
端
書
「
二
月
二
日
着
」）

「　
　
　
　
　

覚

一
、『
鎖
国
論
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

一
、『
藻
屑
物
語
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

一
、『
聞
ま
ゝ
の
記
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

一
、『
異
国
往
来
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

一
、『
近
聞
寓
筆
』『
漂
流
記
事
』
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平
賀
鳩
渓
『
火
浣
布
考
』　　
　
　
　

合
本
一
冊

　
　
　

〆　

五
冊

外
ニ
、
返
済
物

一
、『
い
せ
の
巻
』 

一
冊

一
、『
つ
く
し
の
巻
』 

一
冊

一
、『
十
津
川
の
記
』 

一
冊

一
、『
異
本 

花 

営
［
宮
］

三
代
記
』 

一
冊

一
、『
桜
木
物
語
』　 

二
冊

　
　

〆

進
上

一
、
黒
丸
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
包

右
の
通
り
、
今
日
瀬
戸
物
町
飛
脚
問
屋
嶋
や
佐
右
衛
門
方
へ
差

出
候

［
し
］

。
着
の
節
御
改
、
御
請
取
可
被
下
候
。
18

」

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
「
鎖
国
論
」
貸
借
の
事
実
よ
り
む
し
ろ
、
こ

の
発
言
に
付
随
し
て
分
か
る
こ
と
の
方
が
興
味
深
い
。
例
え
ば
、
ま

ず
校
訂
製
本
の
際
、黙
老
本
が
半
紙
本
で
あ
っ
た
の
を
、美
濃
紙
（
大

本
）
に
仕
立
て
変
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
現
存
す
る
同
一
作

品
に
お
い
て
、
写
本
ご
と
に
資
料
形
態
が
異
な
る
（
転
写
の
過
程
で

資
料
形
態
が
変
化
す
る
）
現
象
が
生
起
す
る
背
景
を
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

次
に
紙
を
大
き
く
す
る
と
、
職
人
の
筆
料
（
写
本
代
金
）
が
高
く

な
る
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
馬
琴
の
筆
工
（
写
本
職
人
）
に
対
す
る
不
満
で
あ
る
。

馬
琴
に
よ
れ
ば
、「
鎖
国
論
」
の
転
写
に
つ
い
て
は
そ
の
他
の
本
よ

り
余
分
に
心
付
け
し
た
上
で
、
職
人
に
精
写
す
る
よ
う
に
よ
く
よ
く

申
し
聞
か
せ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
職
人
は
金
銭
の
た
め
に

書
写
し
て
い
る
か
ら
、
一
枚
で
も
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
気
持
ち
の
た

め
に
、
十
分
な
仕
事
に
な
っ
て
い
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

後
述
す
る
天
保
四
年
十
一
月
六
日
殿
村
篠
斎
宛
書
翰
に
も
「
筆
工

の
飛
写
し
も
補
入
い
た
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
職
人
が
粗

雑
な
仕
事
を
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
稀
な
事
例
で
も
な
か
っ
た
よ

う
だ
。

　

先
述
し
た
製
本
依
頼
を
め
ぐ
る
事
情
と
い
い
、
こ
れ
ら
の
描
写
に

は
、
近
世
社
会
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
複
雑
な
人
間
関
係
の
一
端

が
見
て
取
れ
る
。

　

四
、
篠
斎
の
校
合

　

と
こ
ろ
で
、「
鎖
国
論
」
を
借
り
出
し
た
篠
斎
は
、
馬
琴
の
依
頼

も
あ
り
自
身
が
所
蔵
し
て
い
た
別
本
を
用
い
た
校
合
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
の
た
め
、
ど
う
や
ら
一
年
以
上
借
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
よ

う
だ
。【

書
翰
】
天
保
四
年
三
月
八
日
、
殿
村
篠
斎
宛
（
端
書
「
巳
三
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月
十
一
日
出
、
同
廿
四
日
着
。
大
井
川
、
十
二
日
よ
り
廿
日
迄

支
」）

「
一
、
先
便
貸
進
之
拙
蔵
五
部
、
御
入
手
被
成
候
よ
し
、
承

知
仕
候
。『
瑣
国
論
』、
い
か
で
御
手
透
之
節
、
御
校
合
被
成

候
様
奉
存
候
。
い
づ
れ
も
急
ギ
不
申
候
間
、
寛
々
御
覧
可
被

成
候
。
19

」

【
日
記
】
天
保
四
年
六
月
二
十
一
日
庚
申

「
昼
後
、
飛
脚
問
や
大
坂
や
状
配
り
、
松
坂
殿
村
佐
六
よ
り
之

紙
包
一
、
届
来
ル
。
掛
目
八
百
匁
餘
あ
り
。
お
ミ
ち
、
請
取
書
、

遣
之
。
右
ハ
先
便
案
内
有
之
候
書
籍
類
也
。
内
、
去
年
中
此
方

よ
り
貸
進
の
異
国
往
来
・
も
く
ず
物
語
・
聞
ま
ゝ
の
記
七
・
近

聞
偶
筆
等
、
四
冊
、
外
ニ
彼
方
よ
り
被
貸
候
、
後
西
遊
記
一
帙
・

西
（
マ
マ
）

海
異
談
・
侠
客
伝
初
輯
評
・
職
方
外
紀
落
丁
等
、
封
包
有
之
。

鎖
国
論
ハ
尚
し
ば
ら
く
借
用
い
た
し
度
候
ニ
付
、留
置
候
よ
し
、

申
来
ル
。
20

」

【
書
翰
】
天
保
四
年
七
月
十
三
日
、
殿
村
篠
斎
宛
（
端
書
「
巳

七
月
十
三
日
認
、
十
七
日
出
、
同
晦
日
着
。
十
月
十
八
日
返
書

す
ミ
」）

「
一
、
今
般
御
返
却
之
拙
蔵
書
、

『
異
国
往
来
』

『
聞
ま
ゝ
の
記
』

『
漂
流
紀
事
』

『
火
浣
布
考
』

『
藻
屑
物
語
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
一
冊

右
、
慥
ニ
落
手
仕
候
。『
瑣
国
論
』、
い
ま
だ
御
校
合
不
相
済
候

よ
し
、
承
知
仕
候
。
急
ギ
不
申
候
間
、
寛
々
御
弁
用
可
被
成
候
。

［
…
中
略
…
］
野
禿
写
さ
せ
候
本
、
二
三
十
冊
溜
候
て
、
製
本

致
さ
せ
候
。
少
し
づ
ゝ
ニ
て
は
、
職
人
面
倒
が
り
、
且
賃
銭
も

高
料
ニ
候
故
也
。
依
之
、
当
年
ハ
猶
一
冊
も
製
本
不
致
、
写
し

出
来
候
を
、
そ
の
ま
ゝ
ニ
溜
置
候
事
ニ
御
座
候
。
21

」

【
書
翰
】
天
保
四
年
十
一
月
六
日
、
殿
村
篠
斎
宛
（
端
書
「
巳

十
一
月
六
日
出
、
同
廿
四
日
着
」）

「
一
、『
異
国
往
来
』『
聞
ま
ゝ
の
記
』『
火
浣
布
考
』
御
返
却
、

右
御
請
ハ
、
先
々
便
い
た
し
候
様
覚
候
。『
瑣
国
論
』
ハ
、
未

御
校
合
済
候
よ
し
、承
知
仕
候
。
ゆ
る
柿
鈎
に
て
不
苦
候
。
彼『
聞

ま
ゝ
の
記
』、「
漂
流
紀
事
」、
筆
工
の
飛
写
し
も
補
入
い
た
し
、

右
も
ち
か
へ
り
候
品
々
の
図
説
を
も
か
り
出
し
、
と
ぢ
添
置
申

候
。
又
御
覧
も
可
被
成
思
召
候
ハ
ゞ
、
貸
進
仕
べ
く
候
。
22

」

　

書
翰
や
日
記
か
ら
は
、
馬
琴
が
篠
斎
に
対
し
て
間
接
的
に
「
鎖
国

論
」
返
却
の
催
促
を
し
て
い
た
と
も
読
み
取
れ
、
一
方
で
、
篠
斎
も

校
合
が
未
了
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
返
却
の
延
引
を
伝
え
て
い

た
。
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【
書
翰
】
天
保
五
年
五
月
二
日
、
殿
村
篠
斎
宛

「
一
、
前
書
申
上
候
通
り
、
四
月
朔
日
出
之
御
紙
包
二
ツ
、
并

ニ
貴
翰
在
中
、
四
月
廿
九
日
夕
七
時
比
、
無
相
違
着
、
忝
拝
見

仕
候
。
先
達
而
貸
進
の
拙
蔵
本
、

一
、『
瑣
国
論
』 

一
冊

一
、『
瓊
浦
偶
筆
』 

二
冊

一
、『
足
利
治
乱
記
』 

二
冊

一
、『
摘
批
時
文
』 

一
冊

一
、『
読
紀
小
識
』 

一
冊

一
、「
黙
老
後
西
遊
記
評
」 

一
冊

一
、『
野
州
奇
洞
図
説
』

図
本
と
も

一
、『
異
聞
雑
稿
』 

一
冊

一
、『
水
滸
伝
』
拙
点
附 
一
冊

　

右
御
返
却
被
成
、
慥
ニ
落
手
仕
候
。『
瑣
国
論
』、
御
校
合
相

済
候
よ
し
。
二
書
、
少
々
づ
ゝ
出
入
有
之
候
を
、
拙
蔵
本
へ
御

書
入
被
下
、
且
そ
の
わ
け
、
お
く
書
迄
そ
え
ら
れ
、
尤
忝
、
大

慶
仕
候
。
写
本
ハ
多
く
合
せ
見
候
得
ば
、
益
少
か
ら
ず
候
事
、

毎
度
御
座
候
。
23

」

【
日
記
】
天
保
五
年
五
月
廿
九
日
甲
子

「
夕
七
時
比
、
い
せ
松
坂
殿
村
佐
六
よ
り
差
越
候
紙
包
二
ツ
、

飛
脚
問
屋
よ
り
届
来
ル
。
各
五
百
弐
十
匁
有
之
、
お
ミ
ち
、
請

取
書
遣
ス
。
四
月
朔
日
出
、
ダ
ラ
便
り
ニ

付
、
今
日
着
也
。
右

ハ
此
方
よ
り
か
し
遣
し
置
候
瑣
国
論
一
冊
・
瓊
浦
偶
筆
二
冊
・

足
利
治
乱
記
二
冊
・
水
滸
全
伝
七
十
二
回
よ
り
七
十
六
回
迄
唐

本
点
附
一
冊
・
黙
老
後
西
遊
記
の
評
一
冊
・
野
州
奇
洞
の
図
説

一
綴
、
図
本
共
、
被
返
之
。
右
一
包
也
。
外
ニ

、
唐
本
小
説
両

交
婚
伝
八
冊
一
帙
・
同
隔
簾
花
影
八
冊
一
帙
、
こ
れ
ハ
見
候
様
、

先
便
案
内
有
之
、か
し
越
さ
れ
候
也
。
右
一
包
也
。
共
ニ

弐
包
也
。

両
交
婚
伝
ハ
平
山
冷
燕
の
後
編
、
隔
簾
花
影
ハ
金
瓶
梅
の
後
編

ニ
て
、
両
様
と
も
珍
書
也
。
24

」

　

天
保
五
年
五
月
二
日
付
の
書
翰
で
、
篠
斎
か
ら
馬
琴
の
元
に
「
鎖

国
論
」
が
無
事
返
却
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
戻
っ
て
き
た
「
鎖
国

論
」
に
は
校
合
し
た
篠
斎
の
手
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、「
二
書
、
少
々

づ
ゝ
出
入
有
之
候
を
、
拙
蔵
本
へ
御
書
入
被
下
、
且
そ
の
わ
け
、
お

く
書
迄
そ
え
」
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
、
馬
琴
は
日
記
に
綴
っ
て

い
る
。

　

四
、「
鎖
国
論
」
の
売
却

　

天
保
七
年
の
十
月
、
馬
琴
の
経
済
事
情
は
深
刻
な
状
況
に
あ
っ
た

よ
う
で
、
馬
琴
は
「
鎖
国
論
」
を
は
じ
め
と
し
た
「
愛
秘
」
し
て
い

た
蔵
書
を
売
り
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
売
却
先
は
、
い
わ
ば
馬
琴
の

パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
先
述
の
桂
窓
で
、
金
壱
分
弐
朱
で
買
い
取
ら
れ
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た
。
聊
か
乱
暴
で
は
あ
る
が
、
換
算
し
や
す
い
よ
う
に
金
一
両
を

現
在
の
四
万
円
と
考
え
る
と
、「
鎖
国
論
」
の
売
却
価
格
は
お
よ
そ

一
万
五
千
円
ほ
ど
に
な
ろ
う
か
。

【
書
翰
】
天
保
七
年
十
月
六
日
、
小
津
桂
窓
宛

「　
　
　

覚

［
…
中
略
…
］

上
写
本
、
手
入
本

 

合 

一
、『
瑣
国
論
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

金
壱
分
弐
朱

［
…
中
略
…
］

右
秘
蔵
の
内
、
と
り
出
し
が
た
き
ハ
、
そ
の
筋
の
書
物
が
ゝ
り

の
役
人
并
近
習
、
紹
介
の
儒
士
抔
へ
、
そ
れ
蛎
鈎
進
物
い
た
し

候
も
多
く
有
之
候
間
、
写
し
・
製
本
入
用
の
外
、
多
分
か
ゝ
り

候
も
有
之
候
故
、
高
料
ニ
成
候
。
多
年
懇
友
ニ
も
見
せ
ず
、
愛

秘
い
た
し
候
書
籍
ど
も
に
候
へ
バ
、
さ
す
が
に
別
れ
の
を
し
か

ら
ざ
る
に
も
あ
ら
ず
。価
の
思
召
候
に
不
叶
品
も
御
座
候
ハ
ゞ
、

御
介
意
な
く
可
被
仰
示
候
。
25

」

【
書
翰
】
天
保
七
年
十
月
二
十
六
日
、殿
村
篠
斎
宛
（
端
書
「
申

十
月
廿
六
日
出
、
十
一
月
八
日
着
」）

「
沽
却
の
蔵
書
の
事
抔
、
精
し
く
話
説
い
た
し
、
残
し
置
候
を

多
く
と
り
出
し
、
見
せ
候
へ
バ
、
か
け
物
・
珍
書
等
、
か
れ
是

と
え
ら
ミ
と
り
、
凡
十
金
許
の
書
を
買
と
ら
れ
候
。
そ
の
内
、

か
け
物
抔
に
ハ
、
手
放
し
が
た
き
も
有
之
、
そ
れ
ハ
云
云
の
わ

け
故
、
売
り
が
た
し
と
い
ひ
し
を
、
桂
子
冷
笑
て
、
君
今
こ
そ

あ
れ
、
百
年
の
後
ハ
誰
が
手
に
落
つ
べ
き
か
料
り
が
た
か
る
べ

し
。
さ
る
を
我
蔵
弆
に
な
す
と
き
ハ
、
こ
ゝ
に
あ
る
も
同
様
ニ

て
、
見
ま
く
ほ
し
く
思
ひ
給
ふ
折
も
あ
ら
バ
か
し
ま
ゐ
ら
す
べ

し
。
今
さ
ら
を
し
む
こ
と
か
ハ
と
窘
め
諭
し
て
、
は
や
く
ふ
ろ

し
き
ニ
推
つ
ゝ
ミ
、
そ
の
日
直
ニ
、
小
僕
に
も
た
せ
て
い
な
れ

候
。
か
け
物
ハ
さ
ら
也
、
秘
蔵
の
珍
書
、
先
年
御
校
訂
被
成
候

『
瑣
国
論
』
抔
も
、
彼
人
の
所
蔵
ニ
成
候
。
乍
然
、
し
ら
ぬ
書

肆
の
手
に
渡
さ
ん
よ
り
、
知
音
の
蔵
書
ニ
成
候
事
、
不
幸
の
内

の
幸
に
て
、
を
し
き
も
半
分
、
悦
し
き
も
半
分
ニ
御
座
候
。
こ

の
意
味
、
御
亮
察
可
被
成
下
候
。
26

」

　

十
月
二
十
六
日
付
の
篠
斎
に
対
す
る
書
翰
で
、
馬
琴
は
「
し
ら
ぬ

書
肆
の
手
に
渡
さ
ん
よ
り
、
知
音
の
蔵
書
ニ
成
候
事
、
不
幸
の
内
の

幸
に
て
、
を
し
き
も
半
分
、
悦
し
き
も
半
分
ニ
御
座
候
」
と
、
自
身

に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
諦
め
を
つ
け
て
い
る
。

　

桂
窓
へ
の
売
却
は
滞
り
な
く
完
了
し
た
よ
う
だ
が
、
半
年
以
上

経
っ
て
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
馬
琴
四
友
の
一
人
で
、
三
千
石
取
り
の
旗

本
で
あ
っ
た
石
川
畳
翠
（
一
八
〇
七
～
一
八
四
一
）
が
、「
鎖
国
論
」

の
借
覧
を
要
請
し
て
き
た
。
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【
書
翰
】
天
保
八
年
六
月
十
六
日
、
小
津
桂
窓
宛

「
一
、
去
秋
中
御
購
入
ニ
相
成
候
『
瑣
国
論
』
之
事
、
先
頃
畳

翠
君
よ
り
借
覧
被
成
下
度
よ
し
、
被
仰
越
候
間
、
右
之
書
ハ
云

云
ニ
て
、
只
今
ハ
手
前
ニ
無
之
よ
し
申
上
、
御
断
申
候
処
、
外

な
ら
ず
桂
窓
子
手
元
ニ
御
座
候
ハ
ゞ
、
幸
便
之
節
、
か
り
よ
せ

く
れ
候
様
、被
申
越
候
。御
労
煩
と
ハ
奉
存
候
へ
ど
も
、い
か
で
、

近
日
御
か
し
被
下
候
様
仕
度
、奉
希
候
。
翠
君
よ
り
返
り
次
第
、

早
速
返
上
可
仕
候
。
右
之
書
、
御
か
し
被
遣
候
ハ
ゞ
、
去
冬
中

の
御
返
礼
ニ
も
当
り
、
別
段
何
も
進
ぜ
ら
れ
ず
と
も
可
宜
奉
存

候
。
27

」

　

な
ん
と
馬
琴
は
、
畳
翠
の
依
頼
に
応
じ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

既
に
売
り
渡
し
た
「
鎖
国
論
」
の
貸
し
出
し
を
桂
窓
に
求
め
た
。
桂

窓
の
反
応
が
無
い
と
見
る
と
、
約
二
ヶ
月
後
の
八
月
十
一
日
、
馬
琴

は
再
び
催
促
を
出
し
た
。

【
書
翰
】
天
保
八
年
八
月
十
一
日
、
小
津
桂
窓
宛

「
一
、『
瑣
国
論
』
の
事
、
翠
君
云
云
ニ
付
、
申
試
候
処
、
御

承
知
被
下
、
於
拙
大
慶
仕
候
。
こ
の
方
ハ
、
先
便
の
わ
け
合
ニ

候
間
、『
西
洋
紀
聞
』
よ
り
先
へ
借
用
仕
度
奉
存
候
。
是
ハ
、

飛
脚
だ
よ
り
ニ
て
も
宜
し
か
ら
む
、
御
勘
考
奉
願
候
。
28

」

【
書
翰
】
天
保
八
年
十
月
二
十
二
日
、
小
津
桂
窓
宛

「
一
、『
瑣
国
論
』
の
事
、
尚
又
申
試
候
処
、
近
便
慥
成
御
幸

便
御
座
候
間
、
彼
『
紀
聞
』
と
一
緒
ニ
可
被
遣
旨
被
仰
示
、
忝

承
知
仕
候
。
29

」

　

馬
琴
の
二
便
か
ら
二
ヶ
月
後
の
十
月
二
十
二
日
、
桂
窓
も
よ
う
や

く
重
い
腰
を
上
げ
、
借
り
受
け
て
い
た
「
西
洋
紀
聞
」
の
返
却
と
と

も
に
、
今
や
自
身
の
所
蔵
と
な
っ
た
「
鎖
国
論
」
を
馬
琴
に
送
る
旨

を
伝
え
た
。
実
際
に
両
書
が
「
荷
ず
れ
も
無
」
く
、
綺
麗
な
状
態
で

馬
琴
の
元
に
届
い
た
の
は
、
さ
ら
に
一
ヶ
月
後
余
り
経
っ
た
十
二
月

朔
日
で
あ
っ
た
。

【
書
翰
】
天
保
八
年
十
二
月
朔
日
、
小
津
桂
窓
宛

「
十
月
廿
五
日
之
芳
翰
入
紙
包
ニ
て
、
十
一
月
六
日
夕
方
相
達

シ
、
披
閲
仕
候
。
か
ね
て
御
案
内
御
座
候
、
去
歳
貸
進
之
『
西

洋
紀
聞
』
三
冊
、御
返
却
被
成
、並
ニ
畳
翠
御
所
望
の
『
瑣
国
論
』

一
冊
被
遣
之
、荷
ず
れ
も
無
之
、則
入
手
仕
候
。『
瑣
国
論
』
は
、

速
ニ
御
返
却
被
成
候
様
と
の
御
事
致
承
知
、
右
之
趣
き
、
左
右

迄
申
入
置
候
。
30

」

　

馬
琴
は
、
桂
窓
に
対
し
て
「
速
ニ
御
返
却
被
成
候
様
と
の
御
事
致

承
知
」
と
約
束
し
、
そ
の
後
の
書
翰
で
も
御
礼
を
述
べ
て
い
る
。

　

十
二
月
二
十
六
日
付
の
書
翰
に
よ
れ
ば
、
馬
琴
は
桂
窓
に
改
め
て

借
用
に
対
す
る
感
謝
を
示
し
な
が
ら
、「
四
ケ
年
ぶ
り
」
に
会
う
畳
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翠
に
「
鎖
国
論
」
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
畳
翠
は
複
製
本
作
成

の
意
欲
に
駆
ら
れ
て
い
た
が
、
近
習
の
多
忙
さ
な
ど
か
ら
条
件
が

整
っ
て
い
な
か
っ
た
。「
秘
蔵
の
書
を
長
く
留
置
候
も
き
の
ど
く
」

な
こ
と
か
ら
、
畳
翠
は
転
写
を
断
念
し
、
迅
速
な
返
却
に
至
っ
た
。

【
書
翰
】
天
保
八
年
十
二
月
二
十
六
日
、
小
津
桂
窓
宛

「
一
、先
月
御
恩
借
の『
瑣
国
論
』、姑
く
留
置
、於
老
生
忝
、万
々

多
謝
仕
候
。
先
便
得
御
意
候
通
り
、
畳
翠
君
も
、
四
ケ
年
ぶ
り

ニ
て
出
仕
被
成
候
已
後
、
打
つ
ゞ
き
日
々
多
務
被
成
御
座
候
へ

ど
も
、
一
ト
わ
た
り
一
覧
ハ
被
為
済
候
よ
し
ニ
御
座
候
。
か
ね

て
ハ
、
一
本
写
留
た
く
被
思
召
候
得
ど
も
、
右
ニ
付
、
近
習
の

と（
マ
マ
）も

も
、
日
々
い
そ
が
ハ
し
く
、
今
日
急
ニ
写
さ
せ
候
事
も
成

が
た
く
、
さ
れ
バ
と
て
、
秘
蔵
の
書
を
長
く
留
置
候
も
き
の
ど

く
ニ
候
間
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
ま
ゝ
返
却
い
た
し
候
。
乍
然
、

熟
読
い
た
し
候
間
、
渇
望
の
思
ひ
を
果
し
、
大
慶
不
過
之
候
。

遠
方
自
由
の
至
り
、
よ
ろ
し
く
相
こ
ゝ
ろ
得
く
れ
候
様
と
の
事

ニ
て
、
当
月
中
旬
、
右
之
本
ハ
被
返
候
。
此
義
、
其
頃
二
郎
を

以
、
甚
寒
伺
ニ
差
出
し
候
節
、
此
書
の
催
促
も
仕
候
処
、
片
山

数
馬
、
右
之
趣
被
申
聞
、
二
郎
ニ
わ
た
し
、
被
差
越
候
。
早
速

飛
脚
へ
差
出
し
度
存
候
処
、
彼
是
多
用
ニ
紛
れ
、
今
便
同
封
ニ

て
返
上
仕
候
。
く
れ
蛎
鈎
も
於
拙
忝
奉
存
候
。
前
文
之
趣
、
可

然
御
承
引
可
被
成
下
候
。
31

」

　

畳
翠
の
閲
覧
も
無
事
に
済
ん
だ
こ
と
か
ら
、馬
琴
は
借
用
し
た「
鎖

国
論
」
を
「
当
月
中
旬
」
に
返
却
す
る
つ
も
り
で
い
た
が
、「
彼
是

多
用
ニ
紛
れ
」
飛
脚
に
渡
す
の
が
下
旬
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

詫
び
て
い
る
。

【
書
翰
】
天
保
九
年
二
月
六
日
、
小
津
桂
窓
宛

「
旧
冬
十
二
月
朔
日
、『
八
犬
伝
』
九
輯
下
帙
ノ
中
五
冊
、
飛

脚
へ
差
出
し
、
同
月
廿
六
日
、『
金
瓶
梅
』
五
集
、
並
ニ
『
後

の
為
記
』
壱
部
、
返
上
の
『
瑣
国
論
』、
殿
村
行
小
紙
包
等
、

一
封
ニ
て
差
出
し
候
。
定
て
先
月
八
日
御
状
御
差
出
之
後
、
致

順
着
、
被
成
〔
御
覧
〕
候
半
と
奉
存
候
。
32

」

【
書
翰
】
天
保
九
年
二
月
二
十
一
日
、小
津
桂
窓
宛
（
端
書
「
二

月
廿
一
日
出
、
三
月
十
三
日
着
、
十
五
日
済
」）

「
旧
冬
十
二
月
廿
六
日
、
是
よ
り
差
出
し
候
紙
包
延
着
ニ
て
、

当
正
月
廿
七
日
ニ
着
致
シ
、
被
成
御
落
手
候
由
、
御
案
内
被
仰

越
、
安
心
仕
候
。
其
節
返
上
之
『
瑣
国
論
』、
並
ニ
殿
村
氏
行

小
紙
包
、
脚
賃
わ
り
合
之
義
、
云
云
得
御
意
候
処
、
云
云
被
仰

示
、
御
好
意
痛
却
仕
候
。
何
分
可
然
奉
頼
候
。
33

」

　

二
月
六
日
付
の
書
翰
で
、
馬
琴
は
昨
十
二
月
二
十
六
日
に
そ
の
他

の
本
と
と
も
に
、「
鎖
国
論
」
を
返
送
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、

正
月
八
日
付
で
送
ら
れ
て
き
た
桂
窓
の
書
翰
に
は
そ
の
こ
と
が
触
れ
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ら
れ
て
な
い
ら
し
く
、「
鎖
国
論
」
の
返
送
が
桂
窓
の
書
翰
差
出
に

間
に
合
わ
ず
、
行
き
違
い
に
な
っ
た
も
の
と
見
て
い
る
。

　

た
だ
、
二
週
間
後
の
二
月
二
十
一
日
付
の
書
翰
に
よ
る
と
、
ど
う

や
ら
飛
脚
便
が
延
着
し
た
よ
う
で
、「
鎖
国
論
」
は
発
送
か
ら
一
ヶ

月
以
上
経
っ
た
正
月
二
十
七
日
、
よ
う
や
く
桂
窓
の
元
に
返
却
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

五
、
内
密
に
作
成
し
た
複
製
本

　

先
に
見
た
と
お
り
、
馬
琴
の
「
鎖
国
論
」
は
桂
窓
に
売
り
払
わ

れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
不
可
解
な
こ
と
に
後
年
の
日
記
に
「
鎖
国

論
」
を
貸
し
出
し
た
記
録
が
見
え
る
。
な
お
、
馬
琴
は
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
十
一
月
六
日
に
他
界
し
て
お
り
、
厳
密
に
言
え
ば
馬

琴
が
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
家
の
日
記
」
と
し
て
、
息
子
宗
伯

の
妻
路み

ち

、
或
い
は
孫
の
太
郎
が
引
き
継
ぎ
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
34
。

【
日
記
】
嘉
永
五
年
七
月
朔
日
己
酉

「
今
朝
松
村
氏
被
参
、
所
望
ニ

付
、
鎖
国
論
一
・
蔵
書
目
録
一

貸
進
ズ
。
35

」

【
日
記
】
嘉
永
五
年
七
月
十
八
日
丙
寅

「
右
同
刻
［
＝
四
時
頃
］
ま
つ
村
氏
被
参
、鎖［

底
本
マ
マ
］

国
編
壱
冊
被
返
、

36
」

【
日
記
】
嘉
永
六
年
七
月
十
二
日
乙
卯

「
昼
後
松
村
お
と
ら
殿
来
ル
。
鎖
国
論
所
望
ニ

付
、
貸
進
ズ
。

37
」

　

こ
こ
に
登
場
す
る
「
松
村
氏
」
と
は
御
家
人
の
松
村
儀
助
の
こ
と

で
、『
仮
名
読
八
犬
伝
』（『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
鈔
録
合
巻
）
第

十
七
編
か
ら
二
十
七
編
ま
で
の
鈔
録
者
で
あ
る
38
。
な
お
、「
お
と
ら
」

は
儀
助
の
姉
で
あ
る
。

　

馬
琴
旧
蔵
本
系
統
の
現
存
写
本
二
種
を
調
査
し
た
播
本
眞
一
は
、

こ
の
間
の
事
情
を
理
解
す
る
鍵
と
し
て
、
上
記
写
本
に
見
ら
れ
る
馬

琴
識
語
に
注
目
し
て
い
る
。

「
此
書
初
予
か
も
て
り
し
は
、
丙
申
の
季
秋
、
故
あ
り
て
蔵
書

を
な
こ
り
／
な
く
沽
却
し
ぬ
る
折
、
五
十
瀬
松
坂
な
る
一
知
音

に
売
与
し
け
る
に
／
今
茲
又
見
ま
く
ほ
し
う
な
り
し
か
ば
、
そ

の
友
に
借
謄
製
本
し
て
／
更
に
秘
篋
に
蔵
む
。
こ
は
珍
奇
の
秘

籍
に
て
、
学
者
の
視
聴
を
広
く
す
へ
き
も
の
な
れ
ば
吾
胄
宜
く

秘
蔵
す
へ
し
。

　
　
　

丁
酉
歳
抄　
　
　

斎
老
人
再
識
39
」

　

播
本
の
精
密
な
考
証
に
よ
れ
ば
、
馬
琴
は
、
畳
翠
へ
の
閲
覧
を
理

由
と
し
て
桂
窓
か
ら
「
鎖
国
論
」
を
借
り
出
し
た
際
に
、
内
密
に
写

し
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
40
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
当
に
畳
翠
が
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「
鎖
国
論
」
を
見
た
か
っ
た
の
か
、
馬
琴
の
口
実
だ
っ
た
の
か
は
怪

し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
馬
琴
の

元
に
さ
ら
な
る
複
製
本
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。

　
お
わ
り
に

　

馬
琴
は
木
村
黙
老
蔵
本
を
借
り
受
け
、長
年
の
念
願
で
あ
っ
た「
鎖

国
論
」
を
書
写
し
た
。
こ
の
「
鎖
国
論
」
は
馬
琴
が
校
訂
を
施
し
た

上
で
、
今
度
は
別
系
統
の
「
鎖
国
論
」
を
所
有
し
て
い
た
殿
村
篠
斎

の
元
に
貸
し
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
校
合
が
行
わ
れ
、
再
び
馬
琴
の
手

に
戻
っ
た
時
に
は
、
篠
斎
の
識
語
が
書
き
加
え
ら
れ
た
本
と
な
っ
て

い
た
。
そ
の
後
、
経
済
的
な
逼
迫
か
ら
か
、
馬
琴
蔵
本
は
小
津
桂
窓

に
売
り
払
わ
れ
た
。
売
却
後
、馬
琴
は
石
川
畳
翠
の
依
頼
に
応
じ
て
、

桂
窓
に
売
却
し
た
旧
蔵
本
を
借
り
出
し
た
が
、
畳
翠
へ
の
閲
覧
が
済

み
次
第
、
ま
た
桂
窓
の
元
に
返
送
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
一
時
借
用

の
際
に
、
馬
琴
は
内
密
に
複
製
本
を
作
成
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

以
上
、本
稿
で
は
、馬
琴
を
事
例
と
し
て
近
世
後
期
に
お
け
る
「
鎖

国
論
」
の
受
容
相
を
提
示
し
た
が
、そ
れ
に
加
え
て
、馬
琴
旧
蔵
「
鎖

国
論
」
の
複
雑
な
運
命
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
で
、
近
世
社
会
に
お
け

る
書
物
の
流
通
相
や
、
写
本
作
成
に
ま
つ
わ
る
一
連
の
背
景
を
検
討

す
る
上
で
の
有
益
な
事
例
提
供
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　

注

１　

こ
の
間
の
事
情
は
、
既
に
植
田
啓
子
「
曲
亭
馬
琴
の
対
外
関
心
に
つ
い
て
」

（『
言
語
と
文
芸
』
第
四
二
号
、
一
九
六
五
年
）、
な
ら
び
に
播
本
眞
一
「
曲

亭
馬
琴
伝
記
小
攷
―
曲
亭
馬
琴
旧
蔵
本
『
鎖
国
論
』・
石
川
畳
翠
旧
蔵
本
『
松

窓
雑
録
』
に
つ
い
て
―
」（
読
本
研
究
の
会
編
『
読
本
研
究
新
集
』
第
二
集
、

翰
林
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
播
本
は
、

現
存
す
る
馬
琴
旧
蔵
系
統
写
本
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
関

連
記
述
の
全
文
が
提
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

２　

柴
田
光
彦
、
神
田
正
行
編
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻
、
八
木
書
店
、

二
〇
〇
二
年
、
一
六
六
～
一
六
七
頁
。
濁
点
、
句
読
点
、
書
名
の
二
重
括
弧

な
ど
引
用
文
の
表
記
は
底
本
に
従
っ
た
。以
下
、全
て
の
引
用
文
で
同
。な
お
、

「
志
筑
」
に
「（
筑
志
）」
と
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
馬
琴
の
原
文

が
「
筑
志
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
明
ら
か
に
「
志
筑
」
の
誤
り
で

あ
る
こ
と
か
ら
編
者
が
「
志
筑
」
と
訂
正
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

３　

馬
琴
は
多
く「
瑣
」の
字
を
当
て
て
い
る
が
、本
文
で
は「
鎖
」で
統
一
す
る
。

４　

拙
著
『「
鎖
国
」
と
い
う
言
説
―
ケ
ン
ペ
ル
著
・
志
筑
忠
雄
訳
『
鎖
国
論
』

の
受
容
史
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
で
、
九
十
四
点
の
現

存
写
本
に
つ
い
て
書
誌
的
研
究
を
行
っ
た
。

５　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻
、
一
八
二
頁
。

６　

前
掲
『「
鎖
国
」
と
い
う
言
説
』、
一
二
五
頁
。

７　

柴
田
光
彦
新
訂
増
補
『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
第
三
巻
、
中
央
公
論
社
、
二
〇　

〇
九
年
、
一
八
四
頁
。

８　

前
掲
『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
第
三
巻
、
一
八
六
～
一
八
七
頁
。

９　

前
掲
『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
第
三
巻
、
一
九
八
頁
。「（
マ
マ
）」
は
編
者
に

よ
る
付
記
。
以
下
同
。

10　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻
、
二
一
一
～
二
一
二
頁
。

11　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻
、
二
四
五
頁
。

12　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻
、
二
八
八
頁
。
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13　

前
掲
『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
第
三
巻
、
二
九
七
頁
。

14　

前
掲
『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
第
三
巻
、
二
九
八
頁
。

15　

柴
田
光
彦
、
神
田
正
行
編
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻
、
八
木
書
店
、
二　

〇
〇
三
年
、
七
七
頁
。

16　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻
、
一
一
頁
。

17　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻
、
一
八
～
一
九
頁
。

18　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻
、
二
一
～
二
二
頁
。

19　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻
、
三
一
頁
。

20　

前
掲
『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
第
三
巻
、
四
二
七
頁
。

21　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻
、
七
七
頁
。

22　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻
、
一
〇
四
頁
。

23　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻
、
一
九
六
頁
。

24　

柴
田
光
彦
新
訂
増
補
『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
第
四
巻
、
中
央
公
論
社
、
二
〇　

〇
九
年
、
一
〇
六
頁
。

25　

柴
田
光
彦
、
神
田
正
行
編
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
、
八
木
書
店
、
二　

〇
〇
三
年
、
二
〇
九
～
二
一
二
頁
。

26　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
、
二
二
八
～
二
二
九
頁
。

27　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
、
三
三
七
頁
。

28　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
、
三
四
七
頁
。

29　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
、
三
五
四
頁
。

30　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
、
三
六
一
頁
。

31　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
、
三
六
九
頁
。

32　

柴
田
光
彦
、
神
田
正
行
編
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
、
八
木
書
店
、

二
〇
〇
三
年
、
一
四
頁
。

33　

前
掲
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
、
一
七
頁
。

34　

柴
田
光
彦
、
大
久
保
恵
子
編
『
瀧
澤
路
女
日
記
』
上
巻
、
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
二
年
、
三
頁
。

35　

前
掲
『
瀧
澤
路
女
日
記
』
上
巻
、
六
四
四
頁
。

36　

前
掲『
瀧
澤
路
女
日
記
』上
巻
、六
五
四
頁
。［　

］内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
。

37　

柴
田
光
彦
、
大
久
保
恵
子
編
『
瀧
澤
路
女
日
記
』
下
巻
、
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
三
年
、
九
九
頁
。

38　

播
本
眞
一
「『
仮
名
読
八
犬
伝
』
琴
童
鈔
録
部
に
つ
い
て
─
『
路
女
日
記
』

か
ら
─
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
第
五
六
号
、
一
九
九
九
年
所
収
）。

39　

前
掲
播
本
眞
一
「
曲
亭
馬
琴
伝
記
小
攷
―
曲
亭
馬
琴
旧
蔵
本
『
鎖
国
論
』・

石
川
畳
翠
旧
蔵
本
『
松
窓
雑
録
』
に
つ
い
て
―
」、
一
五
八
頁
。

40　

前
掲
播
本
眞
一
「
曲
亭
馬
琴
伝
記
小
攷
―
曲
亭
馬
琴
旧
蔵
本
『
鎖
国
論
』・

石
川
畳
翠
旧
蔵
本
『
松
窓
雑
録
』
に
つ
い
て
―
」、
一
五
八
頁
。
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